










































































art III, （70（ ）を編纂する仕事をしていた。その出版に向けての進捗状況を確認す
ることが、今回のイングランド行き 主たる目的であった。成人してから四度目の渡英である。海を渡ったスウィフトは、イングランド中部のレスターで住む母親を訪ねたあとロンドンへ向かった。ロンドンでは、一七〇一年五月から九月まで滞在しているが、ちょうどその頃、イングランドの政局 大きく揺れ動いていた。そしてそ は、スウィフトに政治への関心を強めさせ、最初の政治パンフレット『アテネとローマにおける貴族・平民間の不和抗争』 （
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謀団・秘密結社といっ ネガティヴな意味合いで用いられていた。ジャントを構成する政治家は必ずしも固定していたわけではないが、 九五年前後のメンバーはジョン・サマーズ （のちのサマーズ男爵） 、 チャールズ・モンタギュー（のちのハリファックス伯爵） 、トマス・ウォートン（のちのウォートン侯爵） 、エドワード・ラッセル（のちのオーフォード伯爵）の四名であった。このときサマーズは国璽尚書（
L
ord K
eeper of the G
reat Seal ） 、モンタギューは
財務府長官（
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専制の道具となり、国民の自由 古来の国制が脅かされていると思われ からである。と同時に、常備軍を維持するために重税が課され 不満を募らせている地方の地主勢力（
landed 
interest ）を守るためでもあった。このとき









































































































































領土を有するスペインの後継問題は、かねてからヨーロッパ諸国の関心の的であった。継承権は スペイン王家と姻戚関係にあるフランスのルイ一四世 神聖ロ マ皇帝レオポルト一世、およびバイエルン選帝侯マクシミリア二世エマヌエルが、 それぞれ後継候補を擁立してカルロスの生前か 自分たち 推す候補の正統性を主張していた。だが衰退の一途を辿っていたとはいえ、今なお海外に広大な領土を有するスペイン帝国であ 。いずれの候補が継
諷刺作家の誕生（二）75
七五
承しようとも、スペインが併合されることによってヨーロッパの勢力均衡が崩れるのは必至であった。とりわけイングランドが恐れたのは、 大国フランスが継承権を獲得して、 フランスの覇権が確立すること そこでウィリアム三世は、オランダとともに、カルロ の死後はスペイン帝国を三候補の間で分割すべきことを主張し ルイは、カルロスの姉のマリー・テレーズ（一六八三年没） 妃に迎えていたことから王位継承権を頑強に ていたが、やがて態度を軟化させてイングランドと交渉することにした。　
フランスとの交渉は一六九八年三月から開始された。ヴェルサイユ宮殿でのイングランド側の外交代表は、ウィ







ずオランダにいたポートランド伯が、ウィリアム三世の指示を受けて フ ス側との合意内容を記し 八月二四日付書簡を北部担当国務大臣 （
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こうして、ヨーロッパの国々で常備軍が設けられるようになった。しかし、イングランドにあっては事情は異なる。なぜな
らば、大陸の諸国では戦争が頻繁に繰り返さ たのに対して、イングラ ドは国際紛争に関与せず、長き わたって平和のうちにあった。そのため、一五世紀後半から 世紀の後半まで常備軍 持つ時期がほとんどなく、州単位に編成された「民兵隊」 （
m








er, p. （. 大久保訳、一九頁） 。ところが、一六八八年を境に軍事活動
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の名が知られるようになった。手腕が認められたキッドは、一六九五年にニューイングランド総督の推薦により、政府からインド洋で跋扈している海賊の討伐を命ぜられ、 海賊の根拠地であるマダガスカル島に向かった。 ところが、 彼自身が海賊になっ
岡　法（68―１） 84
八四











olitics in the R
eign of W
illiam















































































ug. （（（（ ）, L
etters of W
illiam











































































 III to the P
ensionary H
einsius （
（（ Jan./ （0 F
eb. （（（（ ）, L
etters of W
illiam






















, （（00-77 ）, IV




reaties, I, pp. （（（-（（; L
etters of W
illiam


































olitics in the R
eign of W
illiam
 III, pp. （（0-（（, （77-7（; Jones, C
ountry and C




iberty?, pp. （0（-（0（; 友清理士『スペイン継承戦争
―
マールバラ公戦記とイギリス・ハノーヴァー朝誕生史』 （彩
流社、二〇〇七年） 、一一―二〇頁。
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